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上

卑弥呼と出会う博物館

 指定管理者：AKN共同事業体

紫金山古墳出土
方格規矩四神鏡
〔京都大学考古学研究室
（大阪府立近つ飛鳥博物館保管）〕

詳しくは当館の
ホームページまで！

 重要文化財
黒塚古墳出土
三角縁神獣鏡
〔文化庁（奈良県立
橿原考古学研究所
附属博物館保管）〕

 重要文化財
大和天神山古墳出土
方格規矩四神鏡
〔奈良国立博物館〕

 兵庫県指定文化財
勝福寺古墳出土
画文帯神獣鏡
〔川西市〕
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車でお越しの場合
国道26号「池上町」交差点南西角
Ｐ普通車72台（無料）

電車でお越しの場合
■ JR阪和線「信太山」駅下車
　西へ約  600m
■ 南海本線「松ノ浜」駅下車
　東へ約1,500m
【大阪方面からお越しの場合】
ＪＲ天王寺駅から和歌山方面行（阪和線）快
速電車にご乗車になり、鳳（おおとり）駅で普
通電車にお乗換えください。一部に、鳳駅ま
で快速、その後各駅にとまる「区間快速」もあ
ります（くわしくは時刻表をご確認ください）。
大阪駅からお越しの場合は、「関空・紀州
路快速」をご利用になると便利です。
鳳から３駅目が信太山（しのだやま）駅です。

ACCESS

卑弥呼と出会う博物館

 指定管理者：AKN共同事業体
〒594-0083 大阪府和泉市池上町4-8-27　TEL.0725-46-2162　 FAX.0725-46-2165

 https://yayoi-bunka.com/
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山
中
で
み
つ
か
っ
た
銅
鐸
や
古
墳
か
ら
発
掘
さ
れ

た
銅
鏡
な
ど
、考
古
資
料
の
一
部
に
は
、作
ら
れ
た

年
代
と
地
中
に
埋
ま
っ
た
年
代
が
大
き
く
異
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な「
伝
世
品
」（
で
ん

せ
い
ひ
ん
）は
、人
び
と
の
あ
い
だ
で
長
期
間
伝
え

ら
れ
た
大
切
な
宝
物
で
し
た
。

　
そ
れ
ら
は
、現
代
人
に
と
っ
て
も
、過
去
の
モ
ノ

の
取
扱
い
を
復
元
す
る
た
め
の
き
わ
め
て
重
要
な

て
が
か
り
と
な
り
ま
す
。銅
鐸
や
銅
鏡
が
い
つ
作

ら
れ
、ど
こ
で
ど
の
程
度
の
期
間
使
わ
れ
、な
ぜ

埋
め
ら
れ
た
の
か
を
問
う
こ
と
は
、当
時
の
人
び
と

の
思
想
や
信
仰
、あ
る
い
は
権
威
や
権
力
の
所
在

と
そ
の
系
譜
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。こ
の
点
に
つ
い
て
の
理
解
が
、日
本
列
島
に

お
け
る
古
代
史
像
を
左
右
す
る
大
問
題
と
な
る

い
っ
ぽ
う
で
、直
接
的
な
証
拠
が
少
な
い
た
め
に
、

多
く
の
考
古
学
者
が
頭
を
な
や
ま
せ
て
き
ま
し
た
。

　
本
展
で
は
、こ
の
よ
う
な「
伝
世
品
」に
か
ん
す
る

新
た
な
視
点
か
ら
の
解
釈
や
自
然
科
学
的
分
析

の
成
果
、そ
れ
ら
を
め
ぐ
る
熱
い
議
論
な
ど
に

つ
い
て
検
討
し
、弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
へ
の

移
行
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

関連講演会

清水邦彦 氏 （島根大学 講師）銅鐸の伝世と埋納
第１回 10月18日（土）

谷澤亜里 氏 （奈良文化財研究所 研究員）玉から「伝世」を考える
第2回 10月25日（土）

岩本 崇 氏 （島根大学 准教授）「伝世鏡論」を再考する
第3回 11月3日（月・祝）

辻田淳一郎 氏 （九州大学 教授）
古墳時代における中国鏡の流通形態と二つの画期
第4回 11月15日（土）

宇野隆志 氏 （奈良県立橿原考古学研究所 主任研究員）
三角縁神獣鏡の製作技術
第5回 11月22日（土）

岡村秀典 氏 （黒川古文化研究所 所長）王莽の銭と鏡
第6回 12月6日（土）

□ 時　間：午後2時から午後４時
□ 参加費：無料（要入館料）
□ 定　員：各回とも130名
　　　　   （当日先着順 開館時より整理券配付、開演30分前から開場・受付）

開会式

会期初日に開会式（終了後に展示解説）を実施。
一般の方のご参加を歓迎します。

10月11日（土）午前11時～

11月1日（土）

□場　所：当館１階エントランスホール
□参加費：無料（入館料は必要です）

※各種イベントの文字通訳、場内誘導、車いす席の確保等について、
サポートをご希望の方は、【開催日の3日前】までにお知らせ下さい。ご要望
内容を検討のうえ、できる限りの対応を取らせていただきます。

展示担当者による展示解説

毎週土曜日特別展のみどころを解説します。
□時　間：午前10時30分から（１時間程度 申し込み不要）
　　　　  ※10月11日のみ開会式終了後（午前11時40分ごろ）から
□参加費：無料（入館料は必要です）

ワークショップ／

伝世！
つくろう家宝になる？！鏡
低い温度で溶ける金属を使って鏡を鋳造します。

□時　間 ： ① 13：00～14：30  ② 15：00～16：30　□定　員 ： 各回10名
□参加費 ： 大サイズ1500円、中サイズ800円（別途入館料は必要です）
事前申込制です。参加希望の回、参加人数、当日の連絡先を記入して
info@yayoi-bunka.com へお申し込みください。

 兵庫県指定文化財
松帆６号銅鐸（Ａ面・Ｂ面）・舌６〔南あわじ市教育委員会〕

大和天神山古墳銅鏡出土状況
〔奈良県立橿原考古学研究所〕


